
昭和医科大学薬学部学生が卒業時に有している能力(コンピテンシー) 

 

１. プロフェッショナリズム 

真心と情熱をもって患者中心の医療を提供し、健康を増進する責任感と態度を有し、生命の尊

厳、守秘義務、医療安全、患者の権利について、法と医療倫理を遵守する。ともに医療を担う

後進の育成に寄与する。 

・真心と情熱をもって、患者中心の医療に積極的に関わる(至誠一貫)。 

・医療倫理とヒューマニズムを基盤とし、医療に関わる法規・規範を遵守した医療を実践す

る。 

・ともに医療を担う後進の育成の目的を理解し、標準的な指導ができる。 

 

２. コミュニケーション 

患者や家族、地域住民、医療関係者と適切な言葉や態度によるコミュニケーションを介して、

良好な人間関係を構築するとともに、必要な情報を収集・提供できる。 

・多様な背景を持つ人と、適切なコミュニケーションにより良好な人間関係を構築できる。 

・患者や医療関係者などと、必要な情報の収集・提供や適切なプレゼンテーションができる。 

 

３. チーム医療 

多職種間の相互理解と連携・協力を基盤として、情報を共有し、専門性を発揮し、患者中心の

医療に貢献する。 

・病院におけるチーム医療に積極的に参加する。 

・地域社会におけるチーム医療に積極的に参加する。 

 

４. 専門的実践能力 

統合された知識、基本的技能、適切な態度を身に着け、患者・家族の心理・社会的な背景を把

握するとともに、科学的根拠に基づいた医療を実践し評価する。 

4-1 医薬品の調製、管理、供給 

医薬品の多様な特性と法的規制を理解し、医薬品の調製、管理、供給を適切に実施できる。 

・薬の性質を理解して医薬品を調製できる。 

・薬の作用を理解して医薬品を調製できる。 

・医薬品の取り扱いと調剤を実施できる。 

・医薬品を管理できる。 

・医薬品の規制を遵守して供給できる。 

 

 



4-2 薬物治療の計画・実践・評価 

患者の病態を把握して、科学的な根拠と医薬品の特性に基づいて、適切な薬物治療を提供で

きる。 

・患者情報を適切に収集・解析し、病態を把握できる。 

・代表的な疾患の特徴と治療法を理解する。 

・代表的な疾患の患者に対して薬物治療を計画し、提供できる。 

・薬物治療の効果と副作用を評価できる。 

 

５. 社会的貢献 

医療・福祉にかかわる社会的背景を把握し、地域社会における保健・医療・福祉・行政ならび

に社会奉仕等にかかわる活動を通して、国民の健康回復、維持、向上および疾病の予防に貢献

する。 

・地域におけるプライマリケア・セルフメディケーションと在宅医療に積極的に関わる。 

・健全な地域社会に必要な地域の保健衛生や社会奉仕に参加する責任感と態度を持つ。 

・医薬品等に関する社会的な問題の解決に積極的に関わる責任感と態度を持つ。 

 

６. 薬学研究と自己研鑽 

薬剤師が生涯学習者であることを自覚し、最新の知識や技能、必要な情報を国際的視野をもっ

て獲得する意欲と態度を有する。自ら課題・仮説を設定し、その解決に向けて科学的研究に参

加する。常に自己を振り返るとともに、他者からの評価も受け入れ、至誠一貫の精神と向上心

を維持する。 

・医療に関わる課題を見出し、その解決のために必要な研究マインドを醸成する。 

・薬剤師としての生涯学習を実践するための自己学習の習慣を持つ。 

 

７. アイデンティティー 

昭和医科大学の伝統を重んじ、その名誉を高めるために全力を尽くす。 


